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D 先天性胆道閉鎖症術後症例の検討
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塚目 一一･博 ( ′′ 第･･外科)

内藤万砂文 (山形大学第二外科)

先天性胆道閉鼻削i:;汀t卜(二rミ八)の術後には種々LTl程

度の門脈圧克進症が続発し これが最期予後を産着ずる

噸合もある.今回､1往f･て経験 した(i7例tりCliA 症例に

一･一いて術後LT.)門脈圧三先進症を中心に検討した.67例申､

内視鏡検査を施行したLT)は22例で,耗痘例は10例減鏡例

は旦2例であった.黄痘例堂例に食道静脈癖を認めたが吐

虚をみた瑚豊7例で,3例に硬化療法を行った.滅黄例

12例率9例をこ食道静脈癖を認め,3例で吐血をみたが食

道静脈癖からの出血は旦例で食道離断術を施行 した,檎

の2例は十二指腸液療からの出血であった.静観能義進

i:7)1例に肝臓摘出術を行-･､た.今後も (~'Ii..I,1術後例に

関する最期経過観察を行い寮極的な治療を行っていきた

い.

2〕先天性総附･T-'沌局長症 を合併 した成人型

輪伏豚LJ11例
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3)肝内結石症をこおける食肝内胆管枝同定の

必要性

-略に肝動脈像の意義について-
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昭和4竣奪1月から昭和62年8月までをこ,当科で経験 し

た肝内結石症症例は71例であった,

肝動脈撮影JLLT)診断.上二LT)有用性につき検討 した.胸部血管

振替ft'rよ27例に施行 し.う現出病死4例を除 く粘替れま23例

L')病型はL型12帆 R型1胤 LR型10例で,I(う仰J(69.6

oop)に胆管の狭窄を認めた.症例を提示しなが1､,考察を

加え次〔り結論を得た.

1:肝内結子二滴蔓,特iこ両薬型症例では.仝肝内胆管枝

の1司定.狭窄や結締･'lT雄三部位を止Ll確に診断するこ上が

治療 上重要である.

1):胆管撮疑',,で造断さか左い胆管枝(り存在診断に,肝

動脈造影が着用である.

こ‡:胆管立体撮皆目二肝動脈遺臣叫 手口‡汗こしLり,さ吊こ

正確な肝内胆管枝の同意が可能である.

射 線鋼壁驚結石症30例の術後 シネ胆道造影

所 見LJ月毎討
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5)微か胆嚢癌の臨床病理学的検討

鬼鳥 宏 ･渡辺 英伸
黒崎 功 (新潟大学第-病理)

内川 正之 (断凍主人学第------･外科)

外科的切除材料の教か胆褒癌18病変の形態学的特徴と

そし71発生母地上を検討 しナ∴

3病変碍苑が,腺腫内癌であった.これらは,肉眼的

腺腫郡上もに胃幽門腺型LI)性質を戴 く持一･､ていた.

-.｣}'.催し7)15病変は.腺腫う:合併 し互い通常型微小癌

であー-た.ニー･.r)･>lf)8病変は 周囲粘膜が化隻:.ド.皮かIL､

たる群で:iF'V､た,こI亘IIは.肉眼的にはnbないしnこl

塾で,覇粒状から結節状を屋し,組織学的には主に管状

腺痛よりなり,療病奥内にも化生性変化が認められた.

また癒下層捌 まき非腫癌性化生腺管が認められた.

さ吊こ.通常型微小癌のうち残りしり7病変は.間囲料

膜が胆嚢固有上皮からなる群であった.これらは,肉眼

的にはⅢb左し､LIlこ1型で.網田餌 ､Ⅰ､増し頭状を呈し,

観織学的をこは乳頭状発育をする痛組織が粘膜金屑を占拠

していた.このうちの4病変では,癒病巣内にも化生性

変化が認められなかった.

以上の結果より,腺腫内癌は,胃幽門腺の性質を強 く

持つ化生上皮型腺鹿の癌化により発生したと考えられた.

腺腰を伴わない通常型痛は,化生上皮の上方部より発生
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した屯のと,胆嚢固着上皮より発生 した私の･との蘭藩が

あると考えられた.

6)超音波内視鏡をこよる胆嚢癌の診断

阿部 巽 中富樫 満
柳沢 善計 ･秋山 修宏
成滞林太郎 事上村 朝輝
直川 文弘 (新潟大学第二内科)

JLlLl 英弘 ･吉田 空合 ( ′′ 第 --外科)

内田 克之 .渡辺 英伸 ( 〝 第-病理)

馬場 佳弘 (白根健生病院内科)
福田 拾 ( 〝 外科)

早期胆嚢癌の術前診断を目標に1986年3月から1987

年10月までをこ胆嚢疾患94例に超音波内視鏡 揉uS)を

施行 し以下の結論を得虹 1.EuSによる胆嚢癌の診

断 a.内部_-r∴-弓.HH-.;こ比 し高郷度,均 -.微細-細

粒子状.b.深遠度診断が可能.a.ilb病変は診断困

難.也.腺腰内癌における腺腰部と癌部の識別は困難.

2.胆嚢癌と鑑別が困難な症例の検討 a.ニ1レステロ-

ルポリ-プでは,病理組織学的に泡沫細胞の変性,湛少

並びに浮腫状の問質が認められた,ら.胆泥を伴う胆嚢

輿では,胆泥付着部の層構造が不明瞭化Lたため浸潤癌

との鑑別が困難であった.

7)胆嚢癌の外科治療
-弓台療成績向上のための問題点を
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8)肝腺癌,胆嚢炎を合併 した早期胆管癌の
且例

柚 h 浴 ･･小山博大郎
清水 春夫 (村 L病 院 外 科)
土屋 嘉昭 ･吉田 嚢介 (新潟大学第-外科)

症例は発熱腹痛を訴えて来院 した72歳男性で,超音波

および CpF検査で肝腰痛を合併 した胆嚢炎と診断 し,

経度的胆嚢および肝膿癌 ドレナ--ジを行なった.療接胆

道遺影で胆管結石と診断 したが術中胆道鏡検査で胆管癌

と診断し鰐頭十二指腸切除術を行った.腰痛はlSx7mm

の乳頭塾で深速度mの高分化型管状腺癌であった.術前

診断が間遜っていたことから,下部胆管の陰影欠損像と

(_vl､像のlIl二検討を行-)た.表面にPJl凸があるこ上 欠
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続騰周囲に均等をこ造影剤が入らないことから有豊性の乳

頭型腰痛を疑うべきであった.ビ系石ならば CT では

高吸収域として描出さかるはずであり,enhiilleeによ

り周囲との境界が不明瞭となったことから腰癌性のもの

である可能性を考慮すべきであったと反省させられた.

9)精液席′日揮癌レり1例

滝滞 英昭欄 谷 陸 橋 茸 郷総合病院)酒井 -1一也
佐藤 幣治 ･緑川 j:.
鰐淵 勉 ( ′′ 外科)
古川 耕 (断現大学第 -･病理)

症例は74才,男性.上腹部痛を主訴に来院.USによ

り鰐管の著明な拡張を認めたため精査目的でÅ院.入院

時検査成績ではエラスタ…ゼ且の 上昇きPF貰う低値,ブ

ドウ糖負荷試験で糖尿病型を屋したがアミラ-ゼ書CEA

eCA19-9は正常.内視鏡では主乳頭は厳大 し 開大

した開口部から粘網な粘液流出がみられた.ERPでは

主輝管は数珠状をこ拡張 し,体尾部は造影されないため圭

鰐管内に 7.2Fr経爵胆管 ドレナ-ジ用チュ--プを留置

し鰐管洗浄を施行.洗浄後の造影で主節管は尾部まで拡

張 し内部に円形透亮像を認めた.特異な乳頭所見および

降管像から粘液産生鰐腫癌と診断し鮮全摘術を施行した.

病理組織学的には主障管内に発育した乳頭状腺癌であり,

稀な粘液産生鰐癌の一例として報告 した,

10)凱白眉eⅣ 輝癌手術例の検討

高野 猛撃諸 悪 進澄 鶴 赤十字病院)川瀬

特 別 講 演

Ⅰ 重症胆管炎の概念をこついて

帝京大学第--外科助教授

高 田 忠 敬 先生

Ⅲ 上部胆管癌の篤学的治療

秋田大学第-外科教授

小 Ih 研 二 光/r:.


